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　　  ●開館時間
セミナー開催時は午後9時まで
：午前10時～午後 6時（火～金曜）

　 　 　 　 　 午前10時～午後 5時（土曜）
　　  ●休 館 日：日曜・月曜・祝日・年末年始

■東京メトロ　銀座線／半蔵門線／千代田線
　表参道駅B2出口より徒歩約5分
■JR　渋谷駅東口より徒歩約10分

 　　 ●業務時間：午前10時～午後  6  時
　　  ●休 業 日：土曜・日曜・祝日・年末年始
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GEOC開館以来親しんでいただいた「多目的スペ
ース」は、2014年度より国連大学2階に移転しまし
た。ひきつづき環境パートナーシップにまつわる国
内外の情報発信施設として、企画展示やイベント
などを開催する予定です。どなたでも自由に入場
できるスペースですので、ぜひお気軽にお立ち寄
りください。

お  知  ら  せ

　編集委員
　　平田 裕之、尾山 優子、藤原 祥子、
　　今井 麻希子（順不同）

『つな環』をインターネットからもお楽しみください。
ウェブ版：http://www.geoc.jp/information/tsunakan

多目的スペース（国連大学2階）

多目的スペース（GEOC）の移転について

　2014 年 11 月に岡山市、名古屋市で「持続可能な開発
のための教育」（ESD）に関するユネスコ世界会議の会
合が開かれた。岡山ではステークホルダー会議や、専門
家会合、ユース会合が、名古屋では閣僚級会合とフォロー
アップ会合が開かれ、ESD交流フェアなど市民向けの会
合も多く開催されるなど、これまで ESDに関わってき
た人たちの学びと新たな出会いの場となった。
　最終日の 12 日には今後の行動計画などを盛り込んだ
「あいち・なごや宣言」が採択された。この宣言はユネ
スコが 2013 年秋に採択した 2015 年以降の ESD 行動指
針「グローバル・アクション・プログラム」（GAP）を
踏まえたもので、戦略的な優先事項を明確にし、ステー
クホルダーのコミットメントを可能にするために、ESD

に対する政策的支援、ESDへの包括的取組、教育者の育
成、若者の参加の支援、地域コミュニティの参加の促進
という 5つの優先行動分野に焦点を当てている。
　今後は各国・各ステークホルダーが GAPに掲げたプ
ログラムをいかに実践できるかが鍵となるだろう。今年
9月には国連で SDGs（持続可能な開発目標）が採択さ
れるなど、世界的にも持続可能な社会づくりに向けた取
り組みがより一層強化されつつある。ESDを一層推進す
るためにできることは何か、パートナーシップの観点か
ら今後も考えていきたい。

（文：一般社団法人環境パートナーシップ会議副代表理
事・事務局長　星野智子）

ESDに関する
ユネスコ世界会議を振り返って

持続可能な開発のための行動促進について話し合われた （写真提供：環境省）

つながりから読み解く、新たな防災・減災
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自然の脅威から鍛える防災・減災力
　事例1：災害時の中間支援組織の役割
　事例2：防災減災への近道は、私たち自身が「よき避難者」となること
　事例3：三陸復興国立公園の創設を核としたグリーン復興
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特集 つながりから読み解く、
　　　新たな防災・減災

海を臨む畑──海の幸も陸の幸も豊かな暮らしが広がる、浦戸諸島（宮城県塩竃市）の風景
（関連記事：12ページ「ありのままを受け入れ、共に生きる」）
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